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0.59(Xc:CriticalpercolationconcerLtration)において,C(t)

∝ t -d'x',2に従って減表すもが (有効次元数d(x)紘,Ⅹとともに

減少する),Ⅹの小さい希釈糸では,C(t)が t⇒船でも有限値に

とどまることが報告されている.

本論文では,まず,この2次元希釈系で,在位イオンの漉度を変

化させたとき,最前接交換相互作用によって結合したスピン ･クラ

スターがどのように形成されるかを加べる.つぎに,Ⅹの小さい希

釈系に存在するスピン ･クラスターの雀軒,個数,及びそれ らに属

するスピンの動的性質について考無し,小さいスピン ･クラスター

では,交換相互作用のためクラスターの全合成スピンが運動の恒量

であることから,スピンの動的挙動に顕著な特性があることを示す.

さらに,これらのクラスターによる寄与を考慮 して,Ⅹの小さい希

釈系における C(t)に対するシミュレーションの結果を再現する

ことを試み,longtineで残るその有限億が,孤立スピンによるもの

に加えて,各クラスターからの寄与によるものであることを示す.

2.転送積分によるFK系の比熱の数値計算

松 本 徳 真

Frenkel-Kontorova(FK)モデルは,I.Frenkel,T.Kontorovaに

よって,転位の横道を記述するために提案された1次元結晶のモデ

ルである.このモデルは,脚硝aで訴和郎 こ連続された粒子に,局
期bの周期ポテンシャルが作用している糸で構成されている.

このモデルは,その後,多くの物覚,現金の研究に応用されてき

た.例として,超イオン導電体,電価密度波,措晶のエピタキシャ

ル成長,一次元強砧性体等があり,固体の物性の研究に̀放て,重要

な役割を担っている.

本論文では,ミスブイ･/トの無いFXモデル (a=b)の比魚を,
転送積分(TI)の方法を用い,数値的に求める事を試みる.TI法の

当糸への連用は,T.Schneider,E.Stollにより研究されているが,

牧ら披,粒子脚の膚合の強さが,周期ポテンシャルの大きさに比べ,

十分に強い場合を取扱った.実際には,a≠bの場合や,周期ポテ
ンシャルの寄与が大きい場合にも典味ある問題は多いが,a≠bの
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場合へのTI法の適用は本論文では触れない.主に周期ポテンシャ

ルの大きさと粒子間の措合力の強さの比が異なる場合の計算を行い,

その結果について載姶する.

周期ポテンシャルの大きさの, 投手間の結合力の強さに対する

比が, 比車的大きな場合には超イオン導電体の細虎があり,

K.Takahashi,Ⅰ.Mannari,'T.王shまi らが,モンテカルロ･シミュレー

ション(XC)の方法で,櫛力的に計算を行って奉り,その括東との比
朝を行う.

ここで使用したTI方程式は,それ自体は厳密なものであるが7

これを,解析的に解くことはできない (近似によるアプローチは梯

様な方法がある).そこで,数億計算に載る事になるのであるが,

その方法には若干の問題が残されている.その一つは,本来無限区

間の褒積分である所を有限区脚の常飲的な和 (台形公式)として処

理している点にある.この点については,最後に戯れる.今後の謙

虚として,実蔚に計算するには至っていないが,幾つかの改良され

た方法の掩轟を行う.

3.2次元3角格子のSpindensitywave状態

中 西 知 己

2次 元電 子 形 のSDY状 態 につ い て､ 簡 単 なmodelを 使 って調 べ た｡

こ こで はnodelと してEubbardtBOdelを用 いて い る｡ これ は電 子 間

のCoulotbb相 互 作 用 を同 一 格 子 点 上 の み に限定 し､ 又 格 子 点 間 に は

あ る大 き さのhoppingが あ る とい う､ 固 体 のTbOdelと して は非 常 に簡

単 で 基本 的 な もの で あ る｡ このnodelを も と に い くつ か の spin

densityWave(SOY)状 態 につ い て 系 のJenergy.band構 造 を評 価 した.

正 方 格 子 で は､ halffillingに つ いて､ antiferro(AF)パ ター ンが

最 も安 定 で あ る こ とは既 に確 認 され て い る｡ そ れ に対 して､ 3角格

子 に お いてAFパ ター ンは フ ラ ス トレー シ ョンを 持 つ た め､ そ れ ほ ど

低 い erLergyを持 つ こ とが で きな い｡ この た め､ よ り複 雑 なSDY状 態 に

よ って さ らに低 いenergyが 実 現 され 得 る｡ これ まで は､ 経 験 的 に

120度 構 造 が最 も安 定 で あ ろ う と され て い た が､ 今 回 の計 算 で よ り多

くの パ ター ンを調 べ る こ と に よ って この予 想 を さ らに裏付 け る こ と
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